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町
長
が
「
オ
ー
ル
遊
佐
の
英
知
（
町

民
力
）
を
結
集
し
、「
子
供
た
ち
に

夢
を
」「
い
き
い
き
ゆ
ざ
の
構
築
」「
鳥

海
山
と
の
共
生
」
の
具
現
化
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
こ
の
遊
佐
町
の
豊
富
な

人
材
、
伝
統
、
文
化
の
力
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
引

き
続
き
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
永
年
に

わ
た
り
町
政
発
展
な
ど
に
尽
く
さ
れ

た
６
団
体
45
個
人
に
、
町
長
よ
り
表

彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の
記

念
事
業
が
控
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
た

く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
い
た
だ

き
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
65
周
年
の
喜

び
を
と
も
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昭
和
29
年
に
１
町
５
村
が
合
併
し
、

現
在
の
遊
佐
町
が
誕
生
し
て
か
ら
、

65
年
が
経
ち
ま
し
た
。
８
月
１
日
㈭

の
合
併
記
念
日
に
は
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
記
念
式
典
が
行
わ

れ
、
国
会
議
員
や
県
議
を
は
じ
め
と

し
た
関
係
者
な
ど
総
勢
約
２
５
０
名

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
と
し
て
ユ
ザ
ブ
ル
ー
ム
ジ
ュ

ニ
ア
に
よ
る
演
奏
と
、
遊
佐
高
等
学

校
ソ
ー
ラ
ン
部
に
よ
る
演
舞
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　
町
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
先
人

の
御
霊
に
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
の
ち
、

◎
自
治
振
興
表
彰

【
町
議
会
功
労
】
故
堀
満
弥
、
土
門
勝

子
、
故
伊
藤
マ
ツ
子
、
那
須
良
太
、

佐
藤
智
則
、
筒
井
義
昭

【
行
政
功
労
】
佐
藤
憲
三
、
小
野
寺
一

博
、
髙
橋
正
樹
、
石
垣
秀
雄
、
佐
藤

俊
之
、
髙
橋
ア
イ
子
、
佐
藤
幸
一
、

佐
藤
正
光
、
佐
藤
俊
一
、
森
隆
好
、

土
門
清

◎
教
育
振
興
表
彰

　
伊
藤
淳
子
、
遠
田
和
夫
、
石
垣
裕
一
、

髙
橋
栄
子
、
佐
藤
禎
宏
、
赤
塚
祐
吉
、

本
間
正
明
、
村
上
良
一
、
後
藤
弘
実
、

今
野
三
和
子
、
小
田
原
裕
、
土
門
京
、

鈴
木
宏
弥
、
杉
沢
比
山
連
中
、
女
鹿

ア
マ
ハ
ゲ
保
存
会
、
滝
ノ
浦
ア
マ
ハ

ゲ
保
存
会
、
鳥
崎
ア
マ
ハ
ゲ
保
存
会

◎
産
業
振
興
表
彰

　
佐
藤
豊
昭
、
尾
形
修
一
郎
、
鈴
木
憲

一
◎
社
会
福
祉
表
彰

　
菅
原
俊
一
、
菅
原
和
女
、
冨
樫
弘
子
、

佐
藤
德
江

◎
地
域
治
安
表
彰

　
佐
藤
仁
、
伊
藤
文
夫
、
大
井
英
夫
、

粕
谷
光
治
、
齋
藤
勇
喜
、
畠
中
敬
一

郎
◎
地
域
活
動
表
彰

　
株
式
会
社
庄
内
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
　

代
表
取
締
役
社
長
　
加
藤
聡
、
株
式

会
社
庄
内
風
力
発
電
　
代
表
取
締
役

　
見
上
伸
、
前
田
伸
一

◎
感
謝
状

　
増
田
恒
男
（
神
奈
川
県
）

遊
佐
町
合
併
65
周
年
記
念
式
典

　
令
和
元
年
は
現
在
の
遊
佐
町
が
誕
生
し

て
か
ら
65
周
年
の
節
目
に
当
た
り
ま
す
。

8
月
1
日
㈭
に
は
、
遊
佐
町
合
併
65
周
年

を
記
念
し
て
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

遊佐高等学校ソーラン部による勇壮な演舞が披露されました

多くのご来賓からご出席いただきました

表
彰
さ
れ
た
方
々

　
　
　
　
　
（
敬
称
省
略
　
順
不
同
）

町の発展に尽力された方々に
表彰状が贈られました
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　８月11日㈰、生涯学習センターで三十路

成人式～DECADE～が行われました。遊佐町

民同窓会「遊人会」のサポートのもと、10

回目となる今年は約40名が参加し、中学時

代を懐かしみながら再会を喜び合いました。

三十路成人式
～ D

で っ け ど

ECADE ～

次年度の三十路成人式実行委員を公募します。
●募集期限／令和元年12月31日まで
●応募方法／氏名・生年月日を明記の上、メールまた
は遊人会のフェイスブックページ（www.facebook.
com/yuujinkai）へメッセージをお送りください。
●—／遊人会メール：yuujinkai@gmail.com
　　　企画課まちづくり支援係　☎72－4524

令和２年度三十路成人式実行委員募集！

みんなすっかりお酒の似合う大人に

町へ一問一答

久方ぶりの再会 恩師の先生からのメッセージ

三十路成人式で得た「繋がり」や「気づき」を忘れないよう
にと、第１回三十路成人式で結成された遊佐町民同窓会です。

「遊人会」とは
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元
は
美
容
室
だ
っ
た
建
物
が
、
パ
ン
屋

さ
ん
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
店
内
は
お
し
ゃ
れ
な
空
間
へ
と
仕

上
が
り
、
看
板
や
イ
ン
テ
リ
ア
に
も
こ
だ

わ
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
お
店
に
は
あ
ん

ぱ
ん
や
食
パ
ン
、
メ
ロ
ン
パ
ン
と
い
っ
た

パ
ン
か
ら
、
塩
パ
ン
や
お
か
ず
パ
ン
な
ど

も
並
ん
で
い
ま
す
。

　『
小
む
ぎ
』
の
店
主
、
坂
井
恵
美
子
さ

ん
は
元
は
遊
佐
町
の
出
身
で
、
６
月
に
関

東
か
ら
旦
那
さ
ん
と
移
住
。
家
族
に
焼
き

た
て
の
パ
ン
を
食
べ
さ
せ
た
い
と
思
い
、

パ
ン
教
室
に
通
い
ま
し
た
。
い
つ
か
パ
ン

屋
さ
ん
を
開
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た

　町内の空き家をお店などに再生して、起業する移住
者に貸し出し、起業者と地域の皆さんが一緒になって
町を盛り上げようとする事業です。昨年５月には事業
の第１弾として、古民家カフェ『わだや』がオープン
しました。
　昨年６月に行われた第２回空き家ばなしをしよう会
で出た意見を元に、町民の皆さんからアンケートを取
り、空き家再生地域おこしプロジェクトの第２弾とし
てパン屋さんを作ることが決定しました。それから空
き家・空き店舗を活用した店舗のＤＩＹや店主の募
集に取り組み、８月26日㈪についに『ぱん屋小むぎ』
がオープンしました。

と
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
町
の
空

き
家
再
生
地
域
お
こ
し
事
業

と
運
命
の
出
会
い
を
果
た
し
、

今
回
の
出
店
と
成
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
坂
井
さ
ん
オ
ス

ス
メ
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
や
わ

ら
か
い
食
感
が
イ
チ
オ
シ
の

『
食
パ
ン
』。
外
は
し
っ
か
り
、

中
は
も
ち
も
ち
の
食
感
は
、

生
地
の
こ
ね
具
合
、
で
き
あ

が
り
の
感
覚
が
味
噌
な
ん
だ

と
か
。「
明
る
い
雰
囲
気
の

お
店
に
し
て
い
き
た
い
」
と

笑
顔
で
語
る
坂
井
さ
ん
の
お

店
『
小
む
ぎ
』、
ぜ
ひ
訪
れ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

『
ぱ
ん
屋
小
む
ぎ
』
の
ご
紹
介

空
き
家
再
生
地
域
お
こ
し
事
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　

今
後
の
予
定

　
空
き
家
再
生
地
域
お
こ
し
事
業
は
今
年

度
で
最
終
年
。
事
業
の
最
後
と
な
る
店
舗

は
食
堂
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
再

生
す
る
空
き
家
・
空
き
店
舗
の
選
定
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ

講
座
に
つ
い
て
募
集
を
か
け
て
行
く
予
定

で
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
告
知
等
に
つ
い
て
は
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
Ｈ
Ｐ
「
来
ち
ゃ
い

な
よ
。
ゆ
ざ
ま
ち
」（http://yuzam

ach
i.

com
/

）
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
告
知
以
外
に
も
、
町
の

お
も
し
ろ
い
記
事
が
た
く
さ
ん
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
—
／
企
画
課
定
住
促
進
係

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
28

－

８
２
５
７

空
き
家
再
生
地
域
お
こ
し
事
業 

第
２
弾
！

『
ぱ
ん
屋
小
む
ぎ
』が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
！

空き家再生地域おこし事業とは

住所　　遊佐町遊佐字南田筋51-12

営業時間

　　　　AM10:00～売り切れまで

定休日　水・土・日

駐車場　約２台分

アクセス

　　　　遊佐駅より徒歩５分

☎070-3614-2426

「
来
ち
ゃ
い
な
よ
。

ゆ
ざ
ま
ち
」
は
こ
ち
ら
か
ら

おしゃれなお店と
パンたちが
待っています

ぱん屋小むぎ
-Information-

42019. 9. 1  広報ゆざ●



　
平
成
２
年
度
か
ら
着
手
し
て
ま
い
り
ま

し
た
公
共
下
水
道
事
業
が
、
つ
い
に
今
年

度
で
完
了
し
ま
す
。
最
終
年
度
は
、
田
中

集
落
と
、
千
本
柳
集
落
の
一
部
の
整
備
に

着
手
し
て
い
ま
す
。
３
月
末
に
は
供
用
開

始
の
予
定
で
す
。
こ
れ
で
予
定
さ
れ
て
い

る
整
備
工
事
は
す
べ
て
完
了
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
下
水
道
が
利
用
可
能
な
区
域
に
住
ん
で

い
る
人
は
、
下
水
道
へ
の
接
続
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
額
の
費
用
を
か
け

て
整
備
し
て
も
、
皆
さ
ん
か
ら
下
水
道
に

接
続
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
施
設
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
供
用
開

始
し
て
い
る
地
域
の
皆
さ
ん
は
、
一
日
も

早
く
下
水
道
へ
接
続
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
く
み
と
り
ト
イ
レ
を
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

供
用
開
始
後
３
年
以
内
に
（
下
水
道
法
第
十
一
条
の

三
）、
浄
化
槽
を
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、　
供

用
開
始
後
遅
滞
な
く
下
水
道
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

（
下
水
道
法
第
十
条
第
一
項
）。
家
を
新
築
も
し
く
は

改
造
す
る
場
合
は
、
必
ず
下
水
道
に
接
続
し
て
く
だ

さ
い
（
建
築
基
準
法
第
三
十
一
条
）。

①
浄
化
槽
の
維
持
管
理
が
不
要
に
な
り
ま

す
　
浄
化
槽
の
維
持
管
理
に
は
定
期
的
な
保

守
点
検
や
汚
泥
処
理
費
用
、
浄
化
槽
法
第

11
条
に
か
か
る
法
定
検
査
手
数
料
や
ブ
ロ

ア
の
電
気
代
な
ど
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

②
生
活
環
境
の
改
善

　
し
尿
の
み
を
処
理
す
る
単
独
処
理
浄
化

槽
の
場
合
は
、
ト
イ
レ
の
排
水
し
か
処
理

し
な
い
た
め
、
台
所
や
お
風
呂
等
の
雑
排

水
は
側
溝
等
へ
流
れ
て
い
き
ま
す
。

　
下
水
道
に
接
続
す
れ
ば
、
側
溝
等
へ
の

生
活
雑
排
水
の
排
出
が
な
く
な
り
、
悪
臭
、

ハ
エ
や
蚊
な
ど
の
害
虫
の
発
生
が
減
少
し
、

衛
生
的
で
快
適
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

③
水
の
環
境
を
守
り
ま
す

　
家
庭
な
ど
か
ら
出
る
汚
れ
た
水
を
き
れ

い
に
し
て
河
川
に
戻
す
の
で
、
き
れ
い
な

川
や
海
を
未
来
に
残
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
水
洗
化
率
と
は
、
下
水
道
が
使
え
る
よ

う
に
な
っ
た
区
域
の
人
数
の
う
ち
、
水
洗

ト
イ
レ
を
設
置
し
て
汚
水
を
下
水
道
で
処

理
し
て
い
る
人
数
の
割
合
で
す
。

　
町
内
に
お
け
る
建
物
の
居
住
環
境
の
向

上
や
、
定
住
促
進
を
図
る
目
的
で
「
持
家

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
金
制
度
」、「
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
利
子
補
給
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
管
理
係
で
受
付
し
て

お
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
—
／
地
域
生
活
課
下
水
道
係

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
72

－

５
８
９
４
　

　
　
　
※
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
管
理
係

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
72

－

５
８
８
３

★
整
備
工
事
が
つ
い
に

　
　
　
　
　
　
　
最
終
年
度
で
す

★
下
水
道
へ
の
接
続
を

　
　
　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す

★
下
水
道
に
接
続
す
る
メ
リ
ッ
ト

★
遊
佐
町
の
水
洗
化
率

★
下
水
道
接
続
に
利
用
で
き
る

　
　
　
　
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す

下水道で住みよい　
　　　生活環境を！

9月10日は下水道の日です

下水道水洗化率（利用率）の推移
90.0％

85.0％

80.0％ 78.0％

67.4％

平成25年

公共下水道事業 農業集落排水事業

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

78.9％
81.4％ 82.4％

85.3％ 85.1％

75.0％

70.0％

65.0％

67.6％
69.2％ 70.2％ 71.0％ 71.9％
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　山形新聞・山形放送では、さくらの植栽参加者を
募集しています。

●植栽地／吹浦児童公園
●植栽日時／10月26日㈯午前11時から
●対象／
①町在住、出身などゆかりの人で、植栽日に出席
できる方
②家族、学校（学級単位も含む）、老人クラブ、
地域組織などの団体。植えた桜に植栽者名を刻
んだプレートを付けます。

●応募方法／はがきで受け付けます。家族の場合は
植栽地と応募動機、郵便番号、住所、全員の氏
名と年齢、職業（学校、学年）、電話番号を明記。
団体の場合は、植栽希望地と応募動機、団体名、
代表者の氏名、電話番号を明記してください。

●応募締切／９月９日㈪必着。応募多数の場合は抽
選。当選者には通知します。

●—・応募先／〒990－8550　山形市旅篭町２－５－12
　山形新聞社編集局内「最上川さくら回廊」係
　☎023－622－5385
　平日午前９時30分～午後５時

2019年度　遊佐町国際交流事業
姉妹都市ハンガリー・ソルノク市派遣事業参加者募集

　姉妹都市であるハンガリー・ソルノク市への派遣事業の参加者を、下記のとおり募集します。参加者から
は「同年代のハンガリーの友達ができた」、「英語が話せなくても、伝える力、積極性、周りを見る力が身に
ついた」、「チャレンジ精神が増し、コミュニケーション能力についても増して帰ってきたようだ（保護者）」
などの声をいただいております。ぜひご応募ください。

●—・≤／企画課企画係　☎72－4523
　　　　　NPO法人いなか暮らし遊佐応援団　☎43－6941（事務所：Aコープゆざ店２階）

実 施 時 期 2020年３月18日㈬～25日㈬　８日間（予定）※行程上、変更することがあります。

訪 問 先 ハンガリー・ソルノク、ブタペストおよびオーストリア・ウィーン（予定）

内 容 ソルノクでのホームステイ、学生との交流、市内見学など

募 集 人 員

①町内在住・通学の中学生・高校生　12名
　要件１）事業遂行に意欲のある健康で協調性のある方
　要件２）帰国後、国際交流事業にお手伝いいただける方
　要件３）これまで当派遣事業に参加したことがない方
②団長・副団長・一般団員　４名
　要件）町の国際交流事業のスタッフとして協力できる方

参 加 費 用
①中学・高校生　10万円　②団長・副団長・一般団員　15万円
　※パスポート、任意保険、小遣い等の経費は自己負担となります。

応 募 方 法

　次の書類によりお申込みください。（書類は役場企画課窓口、町のHP、NPO法人いなか暮
らし遊佐応援団事務所で入手できます。）
①参加申込書
②作文［（１）応募した動機、（２）訪問先で何をしてみたいか、（３）この体験を今後どの
ように生かしていきたいか］
＊上記３項目を明記して400字詰め原稿用紙２枚程度にまとめてお書きください。（明確
でない場合は、選考から外れることがあります。）

③承諾書（保護者、生徒の在籍する学校の校長または応募者の事業主）

申 込 期 間 2019年10月31日㈭　午後５時まで＜必着＞

派遣団員の
決定・その他

①応募者全員の作文審査を行います。作文審査通過者が定員以下の場合は作文審査通過をも
って決定し、定員を超えた場合は本人による公開抽選会により決定しますが、申込状況に
より高校生を優先とする場合があります。
②規律ある団体活動を体得し、また親善・文化交流等に必要な知識を得るため、任命式（12
月）、研修会（１月～３月・５回程度）、出発式・到着式、帰国後の報告を行います。

「最上川さくら回廊事業」　植栽参加者を募集します
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〜
遊
佐
町
の
文
化
財
紹
介
〜

　
日
本
列
島
中
央
部
を
横
断
す
る
大
き
な

溝
状
の
地
帯
を
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
と
命
名
、

日
本
の
近
代
地
質
学
の
礎
を
築
き
、
ナ
ウ

マ
ン
ゾ
ウ
に
そ
の
名
を
残
す
ド
イ
ツ
出
身

の
地
質
学
者
・
考
古
学
者
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・

エ
ド
ム
ン
ト
・
ナ
ウ
マ
ン
（
１
８
５
４
〜

１
９
２
７
）
も
明
治
12
年
（
１
８
７
９
）、

鳥
海
山
に
登
り
、
講
演
会
や
論
文
で
鳥
海

山
の
崇
高
美
を
讃
え
て
い
ま
す
。
特
に
鳥

海
山
の
巨
大
な
影
が
日
本
海
に
映
し
出
さ

れ
る
奇
観
「
影
鳥
海
」
は
強
い
印
象
を
与

え
た
よ
う
で
す
。

　「
日
本
海
に
近
い
と
こ
ろ
に
そ
び
え
て

い
る
す
べ
て
の
火
山
の
う
ち
で
、
鳥
海
山

は
最
も
魅
力
的
で
興
味
深
い
山
で
あ
る
。

そ
の
峰
は
、
一
つ
の
古
い
陥
没
火
口
の
真

ん
中
に
あ
っ
て
、
破
砕
さ
れ
た
岩
石
の
オ

ベ
リ
ス
ク
を
な
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
麓

を
大
き
な
雪
田
に
覆
わ
れ
、
夢
の
よ
う
な

姿
で
高
く
そ
び
え
て
い
る
。（
中
略
）
日

の
出
の
と
き
に
こ
の
高
台
の
縁
に
立
ち
、

海
面
上
の
、
こ
の
火
山
の
巨
大
な
三
角
形

の
影
を
見
た
人
は
、
日
が
昇
る
に
つ
れ
て
、

そ
の
影
が
急
速
に
小
さ
く
な
る
の
を
見
た

で
あ
ろ
う
。
世
界
中
の
す
べ
て
の
も
の
は

足
下
に
あ
っ
て
、
太
陽
の
光
を
浴
び
て
い

る
。
神
秘
的
な
色
の
変
転
が
お
さ
ま
っ
て

き
て
、
山
と
谷
が
目
を
ひ
く
よ
う
に
な
る

と
、
わ
れ
わ
れ
が
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
南
方
の
、
あ
ら
ゆ
る
周
辺
か
ら
抜
き
ん

出
て
そ
び
え
る
月
山
に
目
を
う
ば
わ
れ

る
。」

「
日
本
群
島
の
構
造
と
起
源
に
つ
い
て
」（
１
８
８
５
）

山
下
昇
　
編
・
訳
『
日
本
地
質
の
探
求
―
ナ
ウ
マ
ン
論

文
集
―
』（
東
海
大
学
出
版
会
）
よ
り
引
用

●
—
／
教
育
課
文
化
係
☎
72

－

５
８
９
２

遊
佐
町
の
文
化
財
　
そ
の
57

古
代
の
息
づ
か
い
を
現
代
へ

明
治
の
お
雇
い
外
国
人

　
　
に
よ
る
鳥
海
登
山

そ
の
２

影鳥海　写真提供　佐藤　要

　
秋
田
県
旧
本
荘
市
の
市
街
地
の
北
、

子
吉
川
の
北
側
の
高
台
に
、
新
山
公
園

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
公
園
に
は
、
裸
参

り
で
有
名
な
新
山
神
社
も
あ
り
ま
す
が
、

鳥
海
山
と
子
吉
川
、
市
街
地
そ
し
て
日

本
海
を
一
望
で
き
る
見
晴
ら
し
の
良
さ

で
、
市
民
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

新
山
公
園
で
は
、
標
高
約
一
四
〇
〜
一

五
〇
メ
ー
ト
ル
の
丘
が
南
北
方
向
に
並

ん
で
い
ま
す
が
、
実
は
こ
の
丘
は
、
約

七
六
〇
万
年
前
に
海
底
火
山
の
噴
火
に

よ
っ
て
で
き
た
「
新
山
安
山
岩
」
で
で

き
て
い
ま
す
。
海
底
火
山
の
噴
出
物
が

堆
積
し
、
そ
の
後
数
百
メ
ー
ト
ル
隆
起

し
て
、
現
在
の
高
度
に
な
っ
た
の
で
す
。

　「
新
山
安
山
岩
」
を
最
も
良
く
観
察

で
き
る
場
所
は
、
新
山
神
社
の
真
下
に

あ
る
「
椿
森
」
で
す
（
こ
こ
に
は
ヤ
ブ

ツ
バ
キ
が
群
生
し
て
い
ま
す
）。「
椿
森
」

で
は
、
岩
山
の
崖
に
、
マ
グ
マ
が
水
中

で
砕
け
て
角
礫
の
塊
と
な
っ
た
凝
灰
角

礫
岩
や
凝
灰
岩
な
ど
を
観
察
で
き
ま
す
。

か
つ
て
秋
田
県
の
大
部
分
が
海
の
底
だ

っ
た
時
代
、
旧
本
荘
市
の
北
方
で
大
噴

火
が
あ
っ
た
こ
と
を
目
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
観
察
中
に
崖
の
下
に
目
を
や
る
と
、

多
く
の
石
仏
が
目
に
留
ま
り
ま
す
。
こ

の
石
仏
は
、
公
園
が
で
き
た
時
に
西
国

三
十
三
観
音
を
模
し
て
、
近
く
の
石
龍

寺
か
ら
移
さ
れ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　
新
山
神
社
の
起
源
は
、
修
験
者
が
新

山
安
山
岩
の
岩
山
で
修
行
を
行
っ
た
こ

と
に
由
来
す
る
そ
う
で
す
。
こ
こ
は
、

海
底
噴
火
と
神
社
が
つ
な
が
る
面
白
い

場
所
の
一
つ
で
す
。

鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
　
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

《
第
57
回
》

ジ
オ
が
つ
な
ぐ

　
　
　
海
底
噴
火
と
神
社

「
日
本
海
と
大
地
が
つ
く
る 

水
と
命
の
循
環
」椿森の新山安山岩と石仏

秋田地学教育学会
板垣　直俊 氏
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Tow
n Report

タ
ウ
ン
・
リ
ポ
ー
ト

まちの
話題

　
杉
沢
比
山
は
毎
年
８
月
の
６
日
「
仕

組
」、
15
日
「
本
舞
」、
20
日
「
神
送
」
の

三
夜
に
か
け
て
演
じ
ら
れ
る
番
楽
で
、
昭

和
53
年
に
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
と

し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
杉
沢
比
山
の

歴
史
は
古
く
、
そ
の
起
源
は
鎌
倉
時
代
を

下
る
ま
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
と
も

と
は
鳥
海
修
験
の
山
伏
に
よ
っ
て
舞
わ
れ

た
も
の
が
、
い
つ
し
か
杉
沢
の
人
々
へ
と

受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
蕨
岡
小
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る

比
山
体
操
は
、
杉
沢
比
山
の
動
き
を
取
り

入
れ
た
も
の
で
、
伝
統
の
舞
を
後
世
へ
と

つ
な
ぐ
た
め
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　８月４日㈰上山市蔵王坊平高原で、第22回山

形県ジュニア駅伝競走大会、第44回蔵王坊平ク

ロスカントリー大会が開催され、町を代表して

小中学生の男女23名が大会に挑みました。当日

は猛暑の中、アップダウンの激しいコースを力

走し、男子、女子とも17位と健闘しました。ク

ロスカントリー大会に出場した13名も各種目で

活躍しました。

　７月22日㈪、株式会社月見より遊佐中学校に

扇風機10台が寄贈されました。月見さんの設備

更新に伴い使用しなくなったものを、どうにか

活用できないかと考えてのもの。寄贈された扇

風機は、相談室や保健室、図書室などのエアコ

ンの整備がされていない教室や、持ち運びでき

る点を活かして中学校でのさまざまな場で活用

される予定です。

　
15
日
㈭
に
は
熊
野
神
社
で
「
本
舞
」
が

行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ

ま
し
た
。
伝
統
の
番
楽
が
舞
わ
れ
る
舞
台

に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
食
い
入
る
よ
う
に

張
り
付
き
ま
す
。
木
こ
り
役
の
ユ
ー
モ
ラ

ス
な
掛
け
合
い
が
人
気
の
演
目
「
蕨
わ
ら
び

折お

り
」
で
は
、
演
者
と
観
客
が
掛
け
合
う
姿

も
。
舞
の
最
後
を
飾
る
演
目
「
猩
し
ょ
う

々じ
ょ
う」
で

は
、
刀
を
口
に
咥
え
て
舞
う
ア
ク
ロ
バ
テ

ィ
ッ
ク
な
動
き
に
、
観
客
か
ら
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

蔵王坊平高原を力走
　　　ジュニア駅伝競走大会

株式会社月見さんより遊佐中学校
　　　に扇風機が寄贈されました

伝
統
の
舞
を
披
露
　

杉
沢
比
山
番
楽
現
地
公
演

猛暑にも負けず力走！

三夜にかけて伝統の舞が
披露されました

「蕨折り」の木こり役は子どもたちにも
人気があります

白旗夏生社長（右）より扇風機と目録が
手渡されました。
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Photo
Topics

　
第
31
回
ゆ
ざ
町
夕
日
ま
つ
り
が
７
月
13

日
㈯
、
７
月
27
日
㈯
の
２
夜
に
か
け
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
13
日
に
は
遊
楽
里

前
ふ
れ
あ
い
広
場
に
て
夕
日
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
催
。
今
年
は
鳥
海
太
鼓
保
存
会

を
は
じ
め
と
し
た
地
元
団
体
の
他
、
ゲ

ス
ト
と
し
て
沖
縄
出
身
の
ロ
ッ
ク
バ
ン

ド
「C

シ

ベ

リ

ア

ン

IV
IL

IA
N

 S

ス

カ

ン

ク

K
U

N
K

」
と
、
昨
年

か
ら
引
き
続
き
２
度
目
と
な
る
「H

ハon

ニe

ー

y 

L
エ
ル D
デay イs

ズ

」
が
出
演
。
コ
ン
サ
ー
ト
は
大

盛
り
上
が
り
で
、
来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
か

ら
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
旧
青
山
本
邸
で
は
遊
佐
の
小
正
月
行
事

︵
ア
マ
ハ
ゲ
︶
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
登
録
を
記
念
し
、７
月
13
日
㈯
か
ら「
ア

マ
ハ
ゲ
イ
ラ
ス
ト
」
展
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
イ
ラ
ス
ト
展
で
は
、
ア
マ
ハ
ゲ
の

顔
出
し
パ
ネ
ル
等
を
手
が
け
た
木
山
由
紀

子
氏
の
原
画
や
、
町
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
髙
橋
可
奈
絵
隊
員
制
作
の
絵
な
ど
の

ほ
か
、
ア
マ
ハ
ゲ
行
事
の
特
色
等
を
紹
介

し
た
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
も
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
イ
ラ
ス
ト
展
は
９
月
８
日
㈰
ま
で
開

催
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
触
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

フォト
　トピックス

第
31
回
ゆ
ざ
町
夕
日
ま
つ
り
　

夕
日
コ
ン
サ
�
ト

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
記
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
マ
ハ
ゲ
イ
ラ
ス
ト
展

熱い夜を楽しみました

世界に誇れるまちの文化について、ぜひ触れてみてください。

想像の翼広げて

蛇に雨を願う

野沢地区少年相撲大会

　７月24日㈬から８月29日㈭にかけて、生涯
学習センター、町立図書館で「遊佐町まんが・
イラスト展2019」が開催されました。町をモ
チーフにした作品やオリジナルの作品など計
18点が展示され、会場を彩りました。

　７月14日㈰、鹿野沢地区で「蛇
じゃ
祭
まつり
」が行われまし

た。蛇祭は大干ばつの際に龍が雨を降らせたとい
う伝説から、災難消除と五穀豊穣を願い、藁の蛇
を引き集落を回る祭り。巨大な藁の蛇は、当日に
大人たちが力を合わせて編み上げる大仕事です。

　８月14日㈬、野沢農村公園で地区の少年相
撲大会が行われました。今年は地区の児童や幼
児20名がまわし姿で参戦。一本勝負や五人抜
きによる取組が行われ、厳しい夏の日射しにも
負けない熱戦を繰り広げました。
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ホット
ライン

読者の広場

まちかど
Town Voice

ホット
ライン

読者の広場

まちかど
Town Voice

　
７
月
27
日
㈯
に
吉
出
地
内
に
お
い
て
、

町
内
外
の
有
志
32
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
下
草
刈
り
作
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
共
存
の
森
は
、
平
成
23
年
に
採
石

跡
地
を
町
が
購
入
し
、
そ
の
後
後
実
生

の
松
や
杉
の
生
育
を
妨
げ
な
い
よ
う
、

毎
年
７
月
の
最
終
土
曜
日
に
下
草
刈
り

作
業
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年

度
か
ら
学
習
の
一
貫
と
し
て
、
遊
佐
高

生
に
よ
る
ナ
ラ
の
植
林
体
験
を
始
め
て

お
り
、
町
が
所
有
す
る
森
林
の
体
験
フ

ィ
ー
ル
ド
と
し
て
今
後
更
に
自
然
を
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
場
と
し
て
、
活
用
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
今
年
の
下
草
刈
り

　
７
月
18
日
㈭
、
丸
子
の
観
音
様
の
森

で
高
瀬
小
学
校
３
年
生
に
よ
る
植
樹
活

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
観
音
様
の
森
は

高
瀬
八
景
の
ひ
と
つ
で
、
シ
ー
ズ
ン
に

は
多
く
の
方
が
写
真
を
撮
り
に
訪
れ
る

景
観
ス
ポ
ッ
ト
。
し
か
し
、
松
く
い
虫

の
被
害
の
た
め
今
年
の
春
に
一
部
が
伐

　
７
月
28
日
㈰
、
道
の
駅
鳥
海
ふ
ら
っ

と
の
農
産
物
直
売
所
で
、
ひ
ま
わ
り
の

会
に
よ
る
メ
ロ
ン
・
ス
イ
カ
祭
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
メ
ロ
ン
・

ス
イ
カ
の
食
べ
比
べ
や
お
得
な
野
菜
の

詰
め
合
わ
せ
販
売
の
他
、
特
大
ス
イ
カ

の
贈
呈
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
贈

呈
は
、
七
夕
に
ち
な
ん
で
テ
ラ
ス
に
飾

で
あ
る
「
こ
け
し
工
人
」
を
お
招
き
し
、

鳴
子
伝
統
こ
け
し
の
絵
付
け
体
験
学
習

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
丸
み
を
帯
び
た
小

さ
な
こ
け
し
に
筆
で
絵
を
付
け
る
の
は

大
変
で
、
絵
付
け
に
参
加
し
た
４
年
生

か
ら
６
年
生
の
児
童
ら
は
真
剣
な
表
情

で
こ
け
し
と
相
対
。「
は
じ
め
て
の
こ

け
し
の
絵
付
け
で
失
敗
し
た
こ
と
も
あ

っ
た
け
ど
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
こ
け
し
を

作
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
」
と
、
自
作
の

こ
け
し
を
手
に
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
ま
し

た
。
こ
の
日
絵
付
け
を
し
た
こ
け
し
は
、

大
崎
市
で
行
わ
れ
る
全
国
こ
け
し
祭
り

で
８
月
31
日
㈯
か
ら
９
月
１
日
㈰
に
か

け
て
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

共
存
の
森
の
下
草
刈
り
作
業
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
!!

あ
の
風
景
を
も
う
一
度

高
瀬
八
景
丸
子
観
音
様
の
森
植
樹
活
動

お
っ
き
な
ス
イ
カ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

道
の
駅
ふ
ら
っ
と
で

　
　
　
　
　
メ
ロ
ン
・
ス
イ
カ
祭
り

集中して絵付けに取り組む児童たち

松くい虫に強い抵抗性苗を
植樹しました。

下草刈りボランティアに、沢山の
ご参加ありがとうございました。

スイカは家族で仲良く食べてね！

は
、
雑
草
が
背
丈
ま
で
伸
び
て
い
ま
し

た
が
、
皆
さ
ん
の
熱
心
な
作
業
に
よ
り
、

見
違
え
る
ほ
ど
綺
麗
に
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

倒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
も
う
一
度
高
瀬
八
景
の

景
観
を
取
り
戻
そ
う
と
、
北
庄
内
森
林

組
合
の
協
力
の
下
、
松
く
い
虫
に
強
い

抵
抗
性
苗
10
本
を
植
樹
。
児
童
た
ち
も

役
割
分
担
を
し
て
植
樹
活
動
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
松
の
木
は
30
年
で
成
木
と

な
り
ま
す
。
長
い
時
間
は
か
か
り
ま
す

が
、
未
来
の
高
瀬
八
景
を
、
み
ん
な
で

守
り
育
て
て
行
き
ま
す
。

　
７
月
17
日
㈬
、
高
瀬
小
学
校
で
こ
け

し
の
絵
付
け
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
町
の
兄
弟
都
市
で
あ

る
宮
城
県
大
崎
市
と
の
交
流
事
業
で
、

大
崎
市
鳴
子
よ
り
伝
統
こ
け
し
の
職
人

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
表
情
描
い
て

高
瀬
小
学
校
で
こ
け
し
の
絵
付
け
教
室
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集落支援員だより
　７月20日㈯にNPO法人いなか暮らし遊佐応援団が主催の移住者交流
会「遊佐で遊ぶ会」に参加しました。移住者に遊佐を知ってもらい、交
流の場を作るために年に数回開催されています。今回はリクエストの多
かった鳥海登山へ行きました。当日は良い天気に恵まれ、景色も最高で
した。歩きながら、参加者のみなさんと移住してからの生活などについ
て話を聞くことができ、とても有意義な時間でした。一緒に鳥海山を登
ったことで、より親近感を感じました。
集落支援員　渋谷一行、佐藤正子
☎72－3981　FAX28－8455（集落支援員事務所：Aコープゆざ店２階）

鳥海登山で移住者との交流

Yuza Town Hotline

■一言／
　地元恋しさから、今年の４月頃に東京か
らＵターンして遊佐に戻ってきました。私
は地元がすごく好きで、東京に居た頃から
帰省すると、友人を誘って遊佐を満喫する
「セルフツーデーマーチ」などをしていま
した。おすすめは中山河川公園から上戸に
向かうコース。途中で遊佐を見渡せるスポ
ットがあり、そこからの眺望がお気に入り
です。
　Ｕターンからは、庄内町で小さな金属部
品を作る仕事をしています。この時期は職
場もすごく暑くて、毎日汗だくになりなが
ら働いています。職場は少し遠いですが、
車の運転は好きなので通勤も楽しみのひと
つ。大変なこともありますが、職場の同僚
や先輩も優しく、毎日楽しく働いています。
■町への要望／
　セブンイレブンのおにぎりやコーヒー、
ホットスナックなど、どれもすごくおいし
いので、町にもセブンイレブンが欲しいで
す！町内にできるという噂を聞いて期待し
ています。赤飯のおにぎりがすごくおいし
いので、ぜひ食べ比べしてみてください！

突発でセルフツーデーマーチしてます !!!!!!!

・

今　野　　紬さん（松山）

Tsumugi Konno
平成10年生まれ

弟の翔瑛くんと

鳥海湖が笑顔で迎えてくれました

　
第
50
回
町
民
盆
踊
り
大
会
が
８
月
14

日
㈬
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
例

年
か
ら
場
所
を
少
し
変
え
、
遊
佐
駅
前

か
ら
盆
踊
り
が
ス
タ
ー
ト
。
15
団
体
約

４
１
０
人
が
舞
手
と
し
て
参
加
し
、
花

笠
音
頭
や
鳥
海
音
頭
を
踊
り
ま
し
た
。

幕
間
に
は
遊
佐
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
や

遊
佐
町
民
謡
愛
好
者
の
会
に
よ
る
演
奏
、

遊
佐
高
ソ
ー
ラ
ン
部
や
遊
め
組
に
よ
る

ら
れ
た
笹
に
短
冊
を
飾
っ
て
く
れ
た
子

ど
も
た
ち
に
応
募
用
紙
を
配
り
、
抽
選

で
大
き
な
ス
イ
カ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

と
い
う
催
し
。
見
事
当
選
し
た
庄
内
町

の
あ
ら
き
も
も
か
ち
�
ん
、
ゆ
り
か
ち

�
ん
に
大
き
な
ス
イ
カ
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

第
50
回
町
民
盆
踊
り
大
会

鳥海山を望みながらの盆踊り大会と
なりました

演
舞
の
披
露
が
行
わ
れ
、
沿
道
は
多
く

の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
今
年
は
審
査

の
結
果
、
遊
佐
町
長
賞
に
チ
ー
ム
さ
わ

ら
び
、
遊
佐
町
商
工
会
町
賞
に
順
仁
堂

遊
佐
病
院
親
和
会
、
遊
佐
町
商
工
会
青

年
部
長
賞
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ゆ

う
す
い
、
特
別
賞
に
月
光
園
・
ゆ
う
と

ぴ
い
職
員
親
睦
会
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

まちかどスナップ

飛島を望むひまわり畑
藤井集落
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